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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】重症冠動脈多枝病変例に対する冠動脈バイパス術は体外循環、心停止下に静脈グラフトを使用し行わ
れてきたが、静脈グラフトの長期開存率は低く、人工心肺の人体への侵襲が問題とされてきた。本研究はグラ
フト開存率および遠隔期予後の点から、動脈グラフトによるcompositeおよびsequential graftを併用した心拍
動下冠動脈バイパス術（OPCAB）の有用性を明らかにすることを目的とした。 
【方法】2001年４月から2004年３月までの連続107症例を対象に、動脈グラフトのみを使用し、compositeグラ
フト法およびsequential吻合法を併用してOPCABを施行した。グラフトとしては左内胸動脈（LITA）を全例に使
用、右内胸動脈（RITA）を69例、橈骨動脈（RA）を83例、右胃大網動脈（GEA）を53例に使用した。グラフトの
利用方法および術後成績を検討するとともに、術後早期に97例（90.7％）に対し冠動脈造影検査を施行し、グ
ラフトの性状および開存性を詳細に評価した。遠隔予後調査は、生存率及び心事故回避率をKaplan-Meier法に
て解析した。 
【結果】全冠動脈吻合枝数は488カ所で、患者あたり平均4.5カ所であった。Compositeグラフトの流入血管とし
てLITAを44例、RITAを43例、GEAを21例に使用した、1グラフトあたり２～５カ所のsequential吻合を施行した。
術後30日以内の手術死亡は認めなかった。術後早期のグラフト開存率はLITA 100％、RITA 100％、RA 97.3％、
GEA 100％であった。術41ヶ月後の累積生存率は96.1％、死亡を含めた心事故回避率は86.0％であった。 
【結語】全動脈グラフトによるcompositeおよびsequential吻合を用いたOPCABを施行することで、良好な開存
率と遠隔成績を得る事ができた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
重症冠動脈多枝病変例に対する冠動脈バイパス術は体外循環、心停止下に静脈グラフトを使用し行われてき
たが、静脈グラフトの長期開存率は低く、人工心肺の人体への侵襲が問題とされてきた。本研究はグラフト開
存率および遠隔期予後の点から、動脈グラフトによるcompositeおよびsequential graftを併用した心拍動下冠
動脈バイパス術（OPCAB）の有用性を明らかにすることを目的とした。 
2001年４月から2004年３月までの連続107症例を対象に、動脈グラフトのみを使用し、compositeグラフト法
およびsequential吻合法を併用してOPCABを施行した。グラフトとしては左内胸動脈（LITA）を全例に使用、右
内胸動脈（RITA）を69例、橈骨動脈（RA）を83例、右胃大網動脈（GEA）を53例に使用した。グラフトの利用方
法および術後成績を検討するとともに、術後早期に97例（90.7％）に対し冠動脈造影検査を施行し、グラフト
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の性状および開存性を詳細に評価した。遠隔予後調査は、生存率及び心事故回避率をKaplan-Meier法にて解析
した。全冠動脈吻合枝数は488カ所で、患者あたり平均4.5カ所であった。Compositeグラフトの流入血管として
LITAを44例、RITAを43例、GEAを21例に使用した、1グラフトあたり２～５カ所のsequential吻合を施行した。
術後30日以内の手術死亡は認めなかった。術後早期のグラフト開存率はLITA 100％、RITA 100％、RA 97.3％、
GEA 100％であった。術41ヶ月後の累積生存率は96.1％、死亡を含めた心事故回避率は86.0％であった。以上よ
り、全動脈グラフトによるcompositeおよびsequential吻合を用いたOPCABを施行することで、良好な開存率と
遠隔成績を得る事ができた。 
本研究は動脈グラフトを多用した新しい冠動脈再建術式の有用性を示した研究で、重症多枝冠動脈病変に対
する外科治療の成績向上に寄与するところが大きいと考えられる。よって本研究は博士（医学）の学位を授与
されるに値するものと認められた。 
